

































































































































































前期 後期 教授 助教授・講師
1985年研究科設置 環境計画科学 23  4 18 13
生物機能科学 18  3 15 10
生物生産学 25  5 17 14
1999年独立専攻設置 環境計画科学 20  4 25 22
生物機能科学 16  3 13 11
生物生産学 31  7 25 17
環境循環系制御学 32 15 10（1）<6>  6（2）<3>
2002年重点化 生物圏共存科学 43 21  4（23）  5（13）
生物資源開発学 51 16 23（6）<4> 14（5）<2>
環境循環系制御学 31 15  8（2）<6>  7<3>
2006年再編 生物資源科学 30 12 15 16
生物機能開発学 24 12 13<4> 10<2>
環境循環系制御学 19  9 10<6>  7<3>
（ ）内は協力教員数，< > 内は学外連携講座教員数．
表1　生物圏科学研究科の設置と再編に伴う教員数と入学定員．
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